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   《日 時》毎月第２火曜日10:00～12:00 

             《会 費》５００円 

              （材料費含む） 

             《問合せ》丸井 よし江 

                 （講師） 

           ☎ 090-2052-2344  

 

◎ ◎ ◎ 高松着付けクラブ ◎ ◎ ◎ 

《日 時》毎週土曜日 13:30～15:30 

《会 費》無料 

《問合せ》打田 啓次 ☎ 82-0290  

◎ ◎ ◎ 料理クラブ 松 味 会 ◎ ◎ ◎ 

◎ ◎ ◎ 健康太極はまゆう ◎ ◎ ◎ 

《日 時》毎月第１・３火曜日 10:00～12:00 

《問合せ》石神 和子(会長) ☎090-8057-6212 

《指導員》大川 須恵子  

腹式呼吸で代謝向上！ 

体幹強化で基礎体力向上！ 

◎ ◎ ◎ 絵てがみ教室 木もれび ◎ ◎ ◎ 

シニア・一般の部 

幼児の部 

高学年の部 

低学年の部 

【
幼
児
の
部
】 

 

一
位 

小
池 

烈
雄

れ

お 

さ
ん 

 

 

二
位 

保
立 

あ
か
り 

さ
ん 

 

三
位 

山
中 

玲
弥

れ
い
や 

さ
ん 

【
低
学
年
の
部
】 

 

一
位 

栗
林 

未
怜

み
れ
い 

さ
ん 

 

 

二
位 

橋
本 

葵
あ
お
い 

さ
ん 

 

三
位 

樋
口 

瑛
大

え
い
た 

さ
ん 

【
高
学
年
の
部
】 

 

一
位 

嶋
田 

透
士

ゆ
き
と 

さ
ん 

 

二
位 

輪
湖 

美
咲 

さ
ん 

 

三
位 

中
根 

和
音

あ
い
と 

さ
ん 

【
シ
ニ
ア
・
一
般
の
部
】 

 

一
位 

若
林 

司 

さ
ん 

 

二
位 

橋
本 

せ
つ
い 

さ
ん 

 

三
位 

前
田 

竜
甫 

さ
ん 

《日 時》毎月第３木曜日 9:30～13:00 

《会 費》１０００円程度（材料費含む） 

   《問合せ》田川 美代子（代表） 

        ☎ 0479-46-0671  

 

        楽しくクッキング 

         しませんか？ 

令
和
七
年
一
月
十
一
日
（
土
） 

 

今
年
も
新
春
高
松
か
る
た
大
会
が
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、 

八
十
名
が
参
加
し
て
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

悔
し
泣
き
す
る
子
ど
も
が
出
る
ほ
ど
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、 

か
る
た
を
取
る
速
さ
が
年
々
早
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

独
特
の
絵
札
な
の
に
よ
く
覚
え
、
素
早
く
取
っ
て
い
る
と
感
心
し 

ま
し
た
。 

 

高
松
か
る
た
は
、
変
わ
り
ゆ
く
郷
土
の
伝
統
と
歴
史
を
残
そ
う 

と
、
当
時
の
「
老
人
大
学
」
の
方
々
と
職
員
が
一
生
懸
命
作
っ
た 

も
の
で
す
。
少
し
だ
け
そ
の
方
々
を
知
っ
て
い
る
私
は
「
つ
な
が 

っ
て
い
る
」
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
駒
田
記
者
） 

 「たかまつだより」は高松地区まちづくり委員会 

が作成し、年間活動のほか、高松幼稚園や高松小中 

学校等での子どもたちの様子、地域で活躍される個人 

や団体等の紹介など、地域の魅力をお伝えするため 

に、年4回程度発行している広報紙です。 

 この広報活動の充実を図るため、皆様からの協賛 

を募集いたします。 
 

 たかまつだより 

  ○発行：年４回（5月、9月、12月、3月） 

  ○配布枚数：1,500枚（高松小中学校区配布） 
 

募集内容 

○発行1回ごとのご協賛 

○募集期間…随時 

○発行１回あたり…7,000円 

 ※広報紙面に協賛広告（たて46㎜×よこ85㎜）掲載 

○その他、公共の福祉に反する内容などの場合、鹿嶋市  

 の広報広告掲載基準により協賛を受けられない場合が 

 あります。詳しくは公民館までお問合せください。 

     ☎ ８３-０８４１（高松公民館） 

鹿
嶋
市
善
行
賞 

 

一
月
二
十
六
日
（日
） 

令
和
六
年
度
「市
民
・団
体 

表
彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

高
松
地
区
か
ら
は
、
長
年 

に
わ
た
り
高
松
公
民
館
の
事 

業
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
、 

高
本
光
祐
委
員
長
と
宮
﨑 

直
子
副
委
員
長
が
表
彰
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

高本委員長 ▶ 

◀ 宮﨑副委員長 

令和７年３月１日 



 
 

 

～ 

～
加
茂
神
社
略
記 

～
～ 

 

創
祀 

「
茨
城
県
神
社
誌
」
「
鹿
島
郡
郷
土
史
」
「
鹿
島
町
史
」
他 

を
調
べ
て
も
神
社
の
始
ま
り
、
創
祀
に
つ
い
て
の
記
載
は
残 

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

加
茂
神
社
の
お
礼
に
は
、
三
田
五
ケ
郷
の
総
鎮
守
と
あ
り
、 

以
前
は
佐
田
・
木
滝
・
下
塙
・
谷
原
・
根
三
田
を
佐
田
郷
と 

称
し
た
そ
う
で
す
。
以
前
、
郷
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
佐
田
と 

粟
生
の
二
ヶ
郷
の
み
と
伺
っ
て
お
り
佐
田
と
粟
生
の
区
長
に 

は
格
別
の
権
威
が
有
っ
た
と
古
老
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま 

す
。
言
わ
ば
格
別
の
地
で
あ
っ
た
佐
田
に
は
伊
勢
の
神
宮
に 

つ
ぐ
、
二
十
二
社
の
筆
頭
で
あ
る
格
別
な
上
賀
茂
神
社
の
御 

祭
神(

加
茂
別
雷
命)

を
奉
斎
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

京
都
府
鎮
座
賀
茂
別
雷
神
社
は
、
旧
菅
幣
大
社
・
山
城
の 

国
一
ノ
宮 

創
祀 

崇
神
天
皇
の
御
代 

約
二
〇
〇
〇
～
二
一
〇
〇
年
前 

 

佐
田
に
は
加
茂
神
社
、
両
神
神
社
、
国
神
神
社
、
八
幡
神 

社
、
大
六
天
神
社
、
弁
財
天
社
、
富
士
神
社
の
七
社
の
神
社 

が
奉
斎
さ
れ
て
お
り
、
氏
子
の
方
は
、
佐
田
七
社
と
呼
ん
で 

い
ま
す
。 

  

国
神
神
社
の
ご
神
体
は
、
石
枕
で
あ
り
石
枕
が
古
墳
時
代 

（
今
か
ら
約
一
八
〇
〇
年
前
～
約
一
三
〇
〇
年
前
）
の
も
の 

で
あ
る
こ
と
を
考
え 

れ
ば
、
国
神
神
社
の 

祭
祀
は
、
古
墳
時
代 

に
遡
る
こ
と
も
考
え 

ら
れ
、
佐
田
が
古
く 

か
ら
人
々
が
暮
ら
し 

て
き
た
土
地
で
あ
る 

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

前
半
は
「
て
ぶ
く
ろ
の
会
」
の 

み
な
さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の 

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
、
後
半 

は
手
で
こ
ね
て
簡
単
に
作 

れ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ 

ン
ド
ル
」
を
み
ん
な
で
作 

り
ま
し
た
。 

地
域
の
宝
発
見
！ 

優勝は泉川チームでした！ 

 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
三
日 

佐
田
地
区
に
あ
る
加
茂
神 

社
の
祭
事
に
地
区
の
組
長
と
し
て
参
列
し
ま
し
た
。
普
段
は 

閉
じ
て
あ
る
扉
を
開
放
し
供
物
を
並
べ
、
鹿
島
神
宮
の
神
主 

さ
ん
の
祝
詞
の
あ
と
参
列
者
が
順
番
に
榊
を
上
げ
て
お
参
り 

し
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

神
主
さ
ん
か
ら
、
加
茂
神
社
に
ま
つ
わ
る
、 

貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
記
載
し 

ま
し
た
。 

手作りキャンドル 

 

昨
年
６
月
か
ら
、
地
域
づ
く
り
部
主
体 

で
高
松
小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
そ 

ば
で
、
花
壇
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。 

 

 

12
月
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
県
民
運 

動
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
定
着
化
促
進
事
業
」 

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
の
皆
さ
ん
の
心
が
明
る
く
な
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

元
気
な
高
松 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
区
に
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

よ
う
、
日
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
管
理
を
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

っ
て
い
ま
す
。 

 

三
世
代
が
交
流
す
る
ボ
ッ
チ
ャ
大
会 

は
、
約
60
人
の
参
加
が
あ
り
、
白
熱 

し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ 

ま
し
た
。 

 

上
位
に
入
っ
た
チ
ー
ム
は 

「
入
賞
で
き
る
と
思
っ
て
い 

な
か
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り 

し
て
い
ま
す
。
市
の
大
会 

で
も
頑
張
っ
て
き
ま
す
。
」 

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま 

し
た
。 

2月1日(土)鹿嶋市のボッチャ大会へ高松地区代表 

として4チームが参加し大健闘でした！ 

お疲れさまでした。 

 ビニールの筒の中には、発泡 

スチロールのビーズが入って 

いて、なだれが迫ってくる 

様子が体感できるのよ。 

 
 

好
評
に
つ
き
、
今
年
度
も
Dr
・
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の 

「
自
然
災
害
実
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

突
風
・
落
石
・
雪
崩
・
地
震
・
液
状
化
現
象
な
ど
の 

自
然
災
害
を
縮
小
サ
イ
ズ
の
手
作
り
の
実
験
装
置
で
、
楽 

 
 

 
 

し
く
分
か
り
や
す
く
体
感
さ
せ
て
く
れ
る
サ
イ 

 
 

 
 

 

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

子
ど
も
た
ち
は
、
Dr
・
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
納
口
泰
明
博
士
）
の
楽
し
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

話
術
と
実
験
に
く
ぎ
付
け
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
た
。 

Dr.ナダレンジャー 

ナダレンコ 



～ 

卒
業 
～ 

 

こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
社
会
教
育
の
視 

点
に
お
い
て
公
民
館
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
び
の
場
に
よ
る
経 

験
を
は
じ
め
、
校
内
に
お
け
る
様
々
な
活
動
や
行
事
を
通
し
て
３
年 

生
は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
総
合
体
育
大
会
や
陸
上
競
技
大
会
を 

は
じ
め
、
公
民
館
や
地
域
の
方
を
交
え
て
行
わ
れ
た
飛
翔
祭
で
も
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
合
同
の
入
学 

式
や
文
化
祭
を
成
功
に
導
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
沢
山
の
思 

い
出
を
も
っ
て
卒
業
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

今
日
ま
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

（ 

三
学
年
担
当 ) 

 

一
月
二
十
六
日(

日
）
～
二
十
八
日(

火) 

三
日
間
の
自
然
体
験
学
習
（
ス
キ
ー
学
習
） 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
方
を
中
心
に
、 

今
年
は
雪
が
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、 

滑
走
し
や
す
い
ゲ
レ
ン
デ
で
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
天
気
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち 

の
良
い
空
気
の
中
、
初
め
て
ス
キ
ー
を
行 

う
生
徒
も
、
転
び
方
や
起
き
上
が
り
方
、 

方
向
転
換
な
ど
、
寒
さ
や
視
界
を
気
に
す 

る
こ
と
な
く
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の 

中
で
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。 

 

二
日
目
は
曇
り
。
リ
フ
ト
に
乗
り
斜
面 

を
滑
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
リ
フ
ト 

の
乗
り
降
り
や
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
滑
る
こ
と
に
慣
れ
て
き
ま
し 

た
。
ま
た
、
食
事
も
充
実
し
て
お
り
、
よ
く
食
べ
よ
く
運
動
し
、 

友
情
も
深
め
つ
つ
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
る
生
徒
た
ち
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
日
目
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
ー
初
心
者
の
生
徒
も
、
斜
面
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
か
ら
一
人
で
滑
り
降
り
る
姿
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
日
間
の
学
習
を
通
し
て
自
然 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
厳
し
さ
と
偉
大
さ
の
中
で
、
野 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

外
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
触
れ
、
友 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
良
き
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
来
た
自
然
体
験
学
習
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
学
年
担
当 

） 

１年 

２年 

４年 

５年 

５年 

５年 

４年 

３年 

３年 

６年 

６年 
２年 

５年 スポーツ吹き矢 ４年 ボッチャ 

３年 大豆料理 

２年 昔遊び 

６年 着付け・茶道 

１年 リース作り 

「こんな大人になりたい」～  卒業をむかえる6年生の思い ～        

 ● 必要とされる人になりたい ● 誰でも大切にできる人になりたい ● 家族を大切にできる人になりたい  

    ● 仲間を大切にできるバスケット選手になりたい ● 素敵な大人になりたい ● 信頼される大人になりたい 

 ● 周りをよく見る大人になりたい ● 電車とかでおばあちゃんとかに席をゆずれる人になりたい 

                ● 尊敬される親切な大人になりたい ● みんなに憧れられるような人になりたい 

                            ● 親切な大人になりたい ● やさしい人になりたい 

                                 ● 河村選手みたいな人になりたいです。そして、 

                                  家族を大切にしたいです。 

                                                                                      ● 優しくて、みんなの頼りになる大人になりたい 

                                     ● 信用されるような大人になりたい 

                                       ● 夢を追いかけ続ける人になりたい 

 ● 人を大切にできる人になりたい ● お母さんみたいな、やさしい人になりたい ● 尊敬される人になりたい  

       ● 美容師になりたい。誰にでも優しく、信頼される大人になりたい ● 誰にでも優しくできる大人になりたい 

 ● 小学校の先生になりたい ● たくさんの人から必要とされる人になりたい ● 応援される人になりたい 

           ● 色々な人から信頼されるような人になりたい ● 友情を大切にしたい ● 信頼される人になりたい  

 ● 努力し続ける、チャレンジする大人になりたい ● 家族や友達を大切にしたい ● 頼りにされる人になりたい 

       ● サッカーが上手い人になりたい                    

          

 

ま
つ
き
さ
ん 

ご卒業おめでとうございます 

１年 



1月23日(木) お茶っこ会 

 粟生のお茶っこ会に招かれ、年 

長組と年中組が参加しました。地 

域の皆さんが温かく見守ってくだ 

さる中、年中組は「ドラえもん」 

年長組は「南中ソーラン」を披露 

しました。元気いっぱい踊った 

後は、地域の方の肩たたきを行い 

ました。緊張しながらも、地域の 

方の「ありがとう」「気持ちよか 

ったよ」の言葉に、嬉しそうでし 

た。帰途に就く園児たちの表情は 

満足げで、貴重な体験になったこ 

とが伝わってきました。粟生地区 

の皆様ありがとうございました。 

 「鬼は外！福は内！」 

寒さに負けず、元気よ 

く豆まきをしました。 

自分達で作った鬼のお面をかぶり、交替で鬼役も 

楽しみました。途中から登場した赤鬼と青鬼に、 

怖がる子もいましたが、園児たちは力を合わせて 

鬼を退治しました。そのおかげで、最後は赤鬼も 

青鬼も優しい鬼になりました。きっと今年も、み 

んなが健康で良い年になることでしょう。 

 
 

二
十
歳
の
集
い 

  

～
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
乗
せ
て
～  

 

二
十
歳
の
集
い
、
あ
り
が
と
う 

 
 

 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

二
十
歳
の
集
い
で
は
、
久
し
ぶ 

り
に
会
え
た
同
級
生
や
先
生
方
と 

お
話
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ 

た
で
す
。
さ
ら
に
、
お
互
い
の
現 

状
と
か
目
標
を
話
す
こ
と
も
で
き 

て
、
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
改 

め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

 

自
分
の
夢
も
、
み
ん
な
の
夢
も 

叶
う
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

み
ん
な
が
泣
い
て
い
た
ら
私
が
笑 

わ
せ
ま
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本 

菜
央 

 
二
十
歳
の
集
い
お
疲
れ
さ
ま
で 

し
た
！ 

 

久
し
ぶ
り
に
会
え
た
み
ん
な
の 

笑
顔
を
見
て
、
懐
か
し
さ
と
嬉
し 

さ
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
違
う
未
来 

へ
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、 

ど
ん
な
時
も
今
日
の
こ
の
瞬
間
を 

思
い
出
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

 

み
ん
な
の
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら 

し
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！ 
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 2月3日(月) 豆まき 

 たくさんの保護者の皆様に 

守られ、園児たちは合唱、合 

奏、劇や遊戯を元気よく発表 

しました。堂々と歌ったり、 

力一杯演じきったりした後の 

園児たちの表情は、自信 

に満ちあふれていました。 

休憩では年長組が保護者 

へインタビューし、保護 

者からの言葉に照れなが 

らも嬉しそうでした。 

園児たち一人一人 

が大きな拍手にや 

りきった喜びや達 

成感を味わい、忘 

れられない思い出 

となりました。 

12月4日(水)  子ども劇場 

 前日に年長組がもち米を洗い準備をしま 

した。当日園児たちは、朝からねじり鉢巻 

きでやる気満々。昔ながらの杵と臼でペッ 

    タンペッタンと学級毎に餅をつき 

    ました。「ヨイショ」「ヨイショ」 

    と応援の声に後押しされ、あっと 

     いう間に餅のできあがり。その 

     後、各学級で鏡餅を作り、飾り 

      ました。日本の伝統文化に触 

      れた一日となりました。 

12月19日(木） 餅つき会    今回の「たかまつびと」は、高松中学校の志藤幸也教頭 

  先生をご紹介します。 
 

Ｑ：高松小学校の教務主任を5年、高松中学校の教頭を3年務 

  められて、まさしく「たかまつびと」ですが、初めて高松 

  に赴任された時の印象はどうでしたか？ 
 

Ａ：皆さん親切でとてもアットホームで、昔の「高松村」のよ 

  うな地域が一体となって学校を支えているという印象でし 

  た。25年間中学校の教師をやっていて、高松が初めての 

  小学校だったので不安だったんですが、ＰＴＡの方々や、 

  公民館の方々が気軽に学校に来てくださったり、温かく受 

  け入れてくださいました。前任の方に、ここは地域があっ 

  ての学校だから地域の行事やイベントに参加して、話をし 

  たほうがいいと聞いていたので、初めから積極的に参加す 

  るようにしました。 
 

Ｑ：小中一貫校設立に携わった中で、良かったことや苦労した 

  ことは？ 
 

Ａ：良かったことは、地域・小学校・中学校がすべて繋がって 

  教育でき、みんなで子ども達の成長を見守ることが出来る 

  ということです。それと、平成30年度から小中一貫がス 

  タートしましたが、平成28年度に保護者の皆様にアンケー 

  トを実施し、英語教育に力を入れてほしいという意見が多 

  かったので、英語を柱に進めていった結果、英語を使う力 

  が付き、成績が良くなったところです。苦労したところは、 

  中学校と小学校の先生が行き来して授業をするための調整 

  が大変でした。はじめは先生たちも戸惑っていました。 

Ｑ：公民館の事業にご協力いただいていますが、参加して思 

  い出に残ったことは？ 
 

Ａ：高松まつりの早朝に平井海岸までゴミ拾いをしながら歩 

  く「早朝ハイキング」が1番印象に残っています。それ 

  と、夏まつりと秋の高松まつりで8年間フランクフルト 

  を焼き続けたことです。（笑） 
 

Ｑ：高松の子どもたちに思うことは？ 
 

Ａ：今年度から、高松まつりの模擬店で中学生のブースを任 

  され参加したように、これからも子ども達が、どんどん 

  地域の事業に参加し「自分たちが地域を作っているんだ」 

  という意識を育てていけたらと思っています。地域のた 

  めに何ができるか考えて生活してほしいです。 

   高松には感謝しかありません。こんなに長く同じ地域 

  にいたのは初めてで、地域が私を育ててくれたという感 

  じです。 
 

Ｑ：こちらこそ感謝です。これからも高松地区をよろしくお 

  願いします。 

祝 


